
ニュージーランド評価書（案）たたき台の変更点（新旧対照表） 

 

旧（第 64 回プリオン専門調査会資料） 新（第 65 回プリオン専門調査会資料） 

回答書には、「ニュージーランドは伝達

性海綿状脳症（TSE）の発生が無い国

であると認められている」と記載され

ている。なお、2009 年に非定型スクレ

イピー/Nor98 が一例報告されている

が、ニュージーランド食品安全庁

(NZFSA)の公表資料によると、非定型

スクレイピー/Nor98 は、主流の科学的

見解では、老齢の綿羊及び山羊で自然

発生する変性疾患であるとされてい

る。 
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達性海綿状脳症（TSE）の発生が無い

国であると認められている」と記載さ

れている。なお、2009 年に非定型スク

レイピー/Nor98 が一例報告されてい

るが、ニュージーランド食品安全庁

(NZFSA)の公表資料によると、非定型

スクレイピー/Nor98 は、主流の科学的

見解では、老齢の綿羊及び山羊で自然

発生する変性疾患であるとされてい

る。 
しかしながら、非定型スクレイピー

/Nor98 は、羊及び羊トランスジェニッ

クマウスへの脳内接種実験によって伝

達性が確認されている。また、一つの

綿羊群から複数の罹患羊が確認された

との報告もある。これらの知見から、

非定型スクレイピー/Nor98 が自然界

において個体間で伝達する可能性は排

除できないと考えられる。また、起源

についても、栄養学的な可能性や、不

明とする意見もある。（参照 2、3、4、
5、6、7） 
以上から、非定型スクレイピー

/Nor98 の疫学的な解釈については、広

く科学者の間で合意が得られていると

は言えないと考えられる。 
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